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布
さ
れ
た
『心
の
ノ
ー
ト
』
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想
し
た
｡｢世
界
の
平
和
と
人
類
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幸
福
を
考
え
る
｣
等
の
号室

が
並

ぶ
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よ
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教
材
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義
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る
こ
と
を
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す
る
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｢徳
育
｣
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急
課
題
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あ

る
｡
し
か
し
､
現
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誤

し
道
徳
の
授
業
に
取
り
組
ん
で
き

た
立
場
か
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言
え
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｢既
製
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教
科
書
で
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え
る
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は
難
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｣
と
い
う
こ
と
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あ
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｡
生
徒
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取
り
巻
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環
境
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地
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よ
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学
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に
よ
り
違
い
､
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々
と
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す
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う
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任
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も
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｢多
様
な
教
材
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機
能
に
応

教
育
再
生
会
議
の
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2
次
報
告

の
中
に
｢徳
育
の
教
科
化
､教
材
の

品川女子学院校長 漆紫穂子

う
る
し
･
し
ほ
こ

東
京
都
内
の
私
立
校
教
諭
を
経
て
品
川
女
子
学

院
で
学
校
改
革
に
着
手
｡
社
会
で
活
躍
す
る
女
性
の
育
成
を
目
指
す
｡
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4
月
か
ら
現
職
｡
文
科
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新
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テ
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発
プ
ロ
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ラ
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委
員
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花
壇
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作
っ
て
い
る
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道
行
く
人

く
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雑
草
に
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こ
は
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責
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｢あ
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と
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｣
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花
､
楽
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､
す
ぐ
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て
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と
近
隣
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と
な
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生
徒
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現

し
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し
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い
る
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よ
｣
と
声
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か
っ
て
く
る
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状
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せ
て
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画
を
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て
る
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か
け
ら
れ
､
社
会
と
つ
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が
り
､

実
社
会
は
矛
盾
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勝
ち
て
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授
業
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主
任
を
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体
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応
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の
役
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つ
喜
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る
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悪
の
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目
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妙
だ
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科
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こ
の
取
り
組
み
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3
年
日
､
そ

書
教
材
の
よ
う
な
正
解
が
用
意
さ

徳
育
の
根
本
考
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よ
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)
で
き
る
よ
う
に
時
間

の
間
の
体
験
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｢教
科
書
に
載
る

れ
て
い
る
わ
け
で
も
な
い
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思
い

割
を
組
ん
で
い
く
｡
さ
ら
に
校
長

よ
う
な
美
談
｣
ば
か
り
で
は
な
か

が
け
な
い
こ
と
が
起
こ
り
､
子
供

が
加
わ
る
こ
と
も
あ
る
｡
茶
道
､

っ
た
｡
花
壇
が
で
き
て
目
立
つ
ご

た
ち
を
傷
つ
け
る
こ
と
も
あ
る
｡

華
道
､
着
付
け
､
礼
法
､
企
業
と

み
は
減
っ
た
も
の
の
､
放
課
後
､

そ
も
そ
も

｢徳
育
｣
は
何
の
た

の
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
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々
､
学

学
壁
剛
を
瑞
か
ら
鞘
ま
で
掃
除
す

め
に
行
う
の
か 
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社
会
の
十
鼻

校
外
の
専
門
家
､
社
会
人
を
ゲ
ス

る
と
う
ん
ざ
り
す
る
は
ど
の
吸
い

と
し
て
自
立
し
､
自
ら
の
理

を

性

ト
に
招
い
て
行
う
時
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も
多
い
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殻
が
集
ま
る
｡
植
え
た
ば
か
り
の

働
か
せ
て
判
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し
ヾ
社
会
に
貢
献

生
徒
が
学
校
の
外
に
出
て
い
く

花
が
夜
の
う
ち
に
す
っ
ぽ
り
抜
か

す
る
大
人
に
育
て
る
た
め
で
あ
ろ
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と
も
あ
る
｡
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国
土
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こ
と
も
あ
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夏
場
に
な
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そ
れ
な
ら
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､
実
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の
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通
省
と
協
力
し
校
舎
前
の
歩
道
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と
､
抜
い
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抜

て
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生
え
て
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合
の
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い
部
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切
り
取

っ
て
見
せ
て
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味
が
な
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あ

り
の
ま
ま
を
休
験
さ
せ
る
こ
と
こ

そ
が
必
要
な
の
で
あ
る
｡

こ
ん
な
こ
と
も
あ
っ
た
｡
近
隣

の
企
業
の
社
内
ブ
ロ
グ
で
こ
の
花

壇
の
こ
と
が
話
題
に
な
り
､

｢中

学
生
が
こ
う
し
て
社
会
貢
献
し
て

い
る
の
だ
か
ら
､
自
分
た
ち
も
地

域
貢
献
を
｣
と
議
論
が
発
展
し
た

と
い
う
の
で
あ
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社
会
的
弱
者
の
子
供
た
ち
の
す

る
こ
と
だ
か
ら
こ
そ
､
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会
に
影

響
を
与
え
る
こ
と
も
あ
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｡
子
供

た
ち
が
学
校
の
外
の
社
会
に
一
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出
る
こ
と
で
､
大
人
の

｢循
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が
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つ
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と
も
あ
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の
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あ
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科
｣

｢教
材
｣
と
い
う
形

を
作
っ
て
安
心
す
る
の
で
は
な

く
､

｢徳
育
｣
と
は
何
か
と
い
う

根
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居
間
い
､
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性
を
､

社
会
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を
伸
配
し
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探
っ
て
み
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ど
う
だ
ろ
う
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の
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じ
て
使
う
｣
と
言
っ
て
も
､
生
徒

を
目
の
前
に
せ
ず
に
作
ら
れ
る
教

材
に
は
限
界
が
あ
る
だ
ろ
う
｡

私
た
ち
の
学
校
で
は
､
教
科
書

は
使
わ
な
い
｡
担
任
任
せ
に
も
し

な
い
｡
学
校
目
標
に
照
ら
し
､
学


